
災害発生日時　　　　　　　　　　　　

被 部門 技術部 雇用形態 正社員

災 年齢 27歳 性別：　男 勤続年数 3年 経験年数 3年

者 傷病名

傷病部位

塗膜試験結果判定のため、鉄板に両面ﾃｰﾌﾟで 状況概略（写真orイラスト） 　　　　　

災

害

　試験板

発

生 鉄板

状

況

災害の型※１） 6 切れ 作業の形態　：　定常

起因物　： カッターナイフ 特記事項

1.人的要因(man)　：　素手で作業を行っていた。切断する方向に手を置いていた。

原

因 2.物に関する要因（machine）　：

分

類 3.環境要因（media)　：　ｶｯﾀｰﾅｲﾌでの剥がし方が手軽で危険意識に希薄さがあった。

4.管理的要因（management)　：　刃物を使用する際には保護手袋着用ルールがあるのも関わらず、

徹底ができていない。過去にも類似する労災が発生しており、伝承もできて

いなかった。

対 ・刃物使用時には、切創防止手袋

・再発防止のため、定期的な保護具着用の注意喚起を実施する。

策

対策分類
※2)

： 1-6教育、　2-4危険認識

※１）
①から選択

※２）
②から選択（複数可）

病名　(　左手母指の切創　)

左手　親指

固定されたﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製の試験板をｶｯﾀｰﾅｲﾌを

使用して剥がしていた際に試験板を抑えていた

左手親指を切創した。

整理No.2018-29 　　　　　　　　　労働災害状況調査表 

発生会社　事業所

　2018年2月5日（月）　10時30分　　　天候（晴）　温度（　　　℃）　湿度（　　％）

災害区分 　　　　　不休災害　　　　

adachi
テキスト ボックス
耐切創手袋が配備されていたにも関わらず、使用しなかった。


adachi
テキスト ボックス
の使用を再徹底する。



